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       令和３年度が終わりました 

 今日は、修了式です。先ほど、１､２年生の代表生徒に修了証書を授与しました。これで令和３年度の

学習は全て終了しました。コロナ禍で様々な制約はありましたが、本日、無事に修了式を迎えることが

でき、まずはほっとしています。 

 今年を振り返ると、やはり新型コロナウイルスの影響を受けたことが最も思い出されます。この１年

間、休校や学級閉鎖、出校停止（自宅待機）等がありました。その間、学校に来たくても来れない生徒

が多数いたことが一番心苦しいことでした。症状に苦しむこともあったでしょうし、無症状で自宅におり

続けることもきつかったことと思います。そう考えるとやはり『学校っていいな』と思います。学校に来る

と仲間がいます。仲間がいると、頑張れることがたくさんあります。困難を乗り越えられることもありま

す。悩みを相談することができ、笑顔になれます。勉強も１人でするよりも理解が深まります。学校は大

切な仲間と共に過ごすことができる場です。今後、感染症はどのようになるのか、まだまだ先は見えま

せんが、学校に来れる時は、今年度と同様、学びを止めずに学校としてできることを続けていきたいと

思います。そうすることで、子ども達が少しでも成長すると信じています。 

 さて、子ども達の様子を振り返ると『前向きで明るく元気』という印象が一番に思い浮かびます。授業

中は静かに集中していることが多いのですが、休み時間や昼休み、放課後の部活動、諸行事等では、

元気な姿をたくさん見ることができました。学校生活を仲間と共に楽しみ充実させている様子がうかが

えます。これは太西フェスタや合唱コンクール、文化発表会、樟蔭オリンピック、１年生自然教室、２年生

修学旅行、各学年のクラスマッチでも見られました。 

『今、目の前にあることに全力で取り組み、楽しむ』 

ことがよくできています。これは太西生の特技と 

言ってよいでしょう。この特技はこれから先の生活 

でも必ず生かすことができます。今を頑張れない 

人が将来頑張れるかどうかは分かりません。今を 

頑張れる人は、多少の失敗にも負けず、色々なこ 

とに挑戦し続けることができます。ですから、太西 

生の来年度の頑張りも、とても期待できます。 

来年度もたくさん挑戦して、さらに 

輝く太西 星 、伸びる太西生に 

なってほしいと思います。 

  



心を育て、学力の定着・向上を目指します 

 令和４年度に向けて学校では様々な協議が行われています。今年度の成果と課題をもとに、来年度

も同様の取組がよいのか、新たな工夫改善をした方がよいのか、たくさん協議しました。その中のいく

つかを紹介いたします。 

 ・豊かな心、思いやりの心を育成するために、人間関係づくりや日々の生活を大事にする支援、道徳

の授業の充実、人権教育の推進等を行います。子ども達にとって、もっともっと楽しい西中になるよう

にします。 

 ・太宰府西中学校の生徒は家庭学習に課題があります。一部の生徒は「提出すること」が目的になっ 

ています。家庭学習を見直し、より効果的な学習法について考えています。 

 ・生徒会活動をさらに活発にし、生徒が安心・安全に過ごせる学校を目指します。 

 ・コロナ禍で実施可能な学校行事や体験学習、進路学習をこれからも創造していきます。 

 ・タブレット機器をさらに効果的に活用できるようにします。場合によっては家庭学習やテスト勉強等  

で使うことができるよう、活用法の工夫をします。 

 子ども達がどんどん成長しているのと同様、私たち教師・学校も成長し、バージョンアップすることで、

さらなる太宰府西中学校の創造に努めます。来年度も太宰府西中学校を温かく見守っていただけると

大変ありがたいです。 

 

ｑ 

 

４月当初の予定 

  ６日（水）赴任式・始業式 

  ８日（金）第３８回入学式 

１１日（月）生徒会オリエンテーション・対面式 

１３日（水）学力診断テスト 

２３日（土）授業参観・PTA総会・学年 PTA総会 
 

※日程は変更になることがあります。 

今年度、太宰府西中学校の教育活動へのご支援、ご協力を賜り、まことにありが

とうございました。令和４年度もコミュニティ・スクールとして、地域や家庭と共に、 

子ども達がよりいっそう成長するよう、尽力していきます。これからも太西星と太宰府

西中学校をよろしくお願いいたします。 

 令和４年３月２４日  校長 島田 二郎 


